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	教育委員會その後の動き　委員長指名後・多難な前途へ
	十一月の臨時市会　追加更正予算に　特別調査委員會を設置
	請願要旨は簡明に　議会で取扱規定を制定
	公營企業法の施行に伴い　水道局はサービス本位に
	大佛開眼　千二百年祭をめぐる諸行事
	体温計も正確に　十四日から定期檢査を實施中
	二化螟虫の異状發生　対策は今から
	狂犬病の發生を（予防しましよう）

